
小樽市総合博物館所蔵鉄道車両群 

 

 1869 年、日本政府は国民に対し、国の繁栄と防衛にとって重要と考えられていた北海道に移住

し、その開拓を手助けするよう要請しました。その時、鉄道のおかげで移住しやすくなった上、農業、

鉱業の発展にもつながり、広大な北の島の開拓に貢献しました。 

 

新天地を開く 

 政府は日本の「新天地」を切り開くため、同じような厳しい環境での経験を有する専門家をアメリカ

から呼び寄せました。アメリカ人鉄道技術者ジョセフ・ユーリー・クロフォード（1842 年–1924 年）

は、新しく開鉱した幌内（現在の三笠市）の炭鉱と、積み込み施設がある小樽港の手宮石炭桟

橋の間に北海道初の幌内鉄道を造りました。手宮～札幌間は 1880 年に開通し、その 2 年後に

全線が完成しました。 

 

アメリカの技術 

 クロフォードはペンシルベニア州 H.K.ポーター社のアメリカ製蒸気機関車と、デラウェア州ハーラン&

ホーリングスウォース社の客車を採用しました。北海道の初期の鉄道は敷設が容易で安価な狭いレ

ールを使用していたため、H.K.ポーター社製の小さく、軽量の機関車（16.5 トン）が理想的でし

た。1880 年に北海道にやってきた最初の 2 台の機関車は｢義経号」、「弁慶号」と名付けられ、そ

の後の車両は「比羅夫号」、「光圀号」、「信廣号」、「しづか号」と名付けられました。これらの名前

はすべて歴史上の人物にちなんでいます。1885 年にやって来た「しづか号」は、その他の歴史的機

関車と共に小樽市総合博物館に展示されています。 

 

「しづか号」（7106 形） 

 「しづか号」は 1884 年に幌内鉄道のために造られた蒸気機関車第 6 号でした。当時のアメリカ

機関車のようなクラシックな外観をしており、ダイヤモンドスタック（火の粉や残り火を撒き散らさないた

めのもの）と呼ばれる煙突が付いた車体で、前部には木製の「カウキャッチャー（排障器）」がつい

ていました。「しづか号」は 1917 年まで北海道で運行していました。 

 

「大勝号」（7150 形） 

 日本で造られた蒸気機関車第 2 号は「大勝利」を意味する「たいしょう（大勝, テスン）」と名付

けられました。これは、アメリカの蒸気機関車をモデルに 1895 年に手宮にある北海道炭礦鉄道の

工場で製造されたものです。大勝号は日本で最も古い、現存している国産蒸気機関車であり、当

時の開拓者の象徴として北海道開拓使（当時あった国家機関）が採用した赤い北極星のシンボ

ルマークがついています。 

 

アイアンホース号（Porter 4514） 



 アイアンホース号は北海道でもっとも古い現役の蒸気機関車で、1909 年に H.K.ポーター社によ

り製造されました。夏には博物館の敷地内にある手動の転車台を備えた線路を１日数回、乗客を

乗せて往復します。現役の機関車を見ることができるのはとても貴重です。 

 

除雪車 

 大雪が降る北海道では鉄道の運行は大きな課題でした。1881 年、通常の貨物用車両の前部

と後部に金属製楔を取り付け、除雪車を造りました。のちに、線路から雪を取り除くため、アメリカから

除雪機関車が輸入されました。博物館には 1910 年に取り寄せたラッセル式除雪車と、ニューヨーク

州のアメリカン・ロコモティブ社が 1923 年に製造したロータリー式除雪車が展示されています。 


